
ケニアにおける日本式の安全・安心なカテーテル治療の技術・医療機器及び教育手法の普及

•National Strategic Plan for the prevention and control of NCDs(2021)の報告によると、近年NCDsによる死亡率は全体の
39％を占め、うち循環器疾患による死亡率は最も多く36％であり大きな課題となっている。

•そこで、同国の心臓カテーテル治療の普及と教育サポートを目的に、日本の安全・安心な心臓カテーテル治療を技術、関
連医療機器及び教育手法とともに導入を目指す。日本人医師の知見・経験と弊社が持つトレーニングノウハウの両方を、
日本・ケニアでの実地研修やリモートで伝授する。

•本事業終了後には、現地医師による教育が継続され、日本式の治療方針及び教育手法によって、安全で効率的な医療
が自国民に提供されるシステムが構築されることをゴールにおき、医師継続研修制度CPDへのプログラム認証及び、治
療ガイドライン改定にも働きかけを行う。
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＜研修スケジュール予定＞

7月 研修生受入（5名、1回）
・TMPでの研修（3日間）
・医療機関の視察（2日間）

８‐９月 専門家派遣（2名、1回）
・勉強会、治療見学及び臨床的アドバイス
・ハンズオントレーニングによる基礎的手技の
向上
・研修メンバーによるハンズオントレーニング
実施及び日本人医師によるサポート

９‐10月 オンライン研修（2５名、1回）
・カテーテルチーム（医師・コメディカル）に
対するオンライン研修・ハンズオン
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事業概要(C) 作成日：令和５年4月26日

Terumoアフリカ
(ナイロビ) 現地連携・

物品調達
現地連携・
情報収集

目指す成果

 TRI実施率の向上
• 現状の10％から

3年後に80％
 CPDの認証取得
• TRIのケニアで

の標準化

より安全でQOLの
高い治療の確立


